
令和７年３月公表

★目指す学校像（ビジョン）

取組指標 成果指標

4 全ての教員が計画通りに実施している。 4 児童アンケートで９５％以上の児童が肯定的な評価をしている。

3 ９０％以上の教員が計画通りに実施している。 3 児童アンケートで９０％以上の児童が肯定的な評価をしている。

2 ８０％以上の教員が計画通りに実施している。 2 児童アンケートで８０％以上の児童が肯定的な評価をしている。

1 計画通りに実施した教員が８０％未満である。 1 児童アンケートで肯定的な評価をしている児童が８０％未満である。

4 全ての教員が計画通りに実施している。 4 児童アンケートで９５％以上の児童が肯定的な評価をしている。

3 ９０％以上の教員が計画通りに実施している。 3 児童アンケートで９０％以上の児童が肯定的な評価をしている。

2 ８０％以上の教員が計画通りに実施している。 2 児童アンケートで８０％以上の児童が肯定的な評価をしている。

1 計画通りに実施した教員が９０％未満である。 1 児童アンケートで肯定的な評価をしている児童が８０％未満である。

4 全ての教員が計画通りに実施している。 4 児童アンケートで９５％以上の児童が肯定的な評価をしている。

3 ９０％以上の教員が計画通りに実施している。 3 児童アンケートで９０％以上の児童が肯定的な評価をしている。

2 ８０％以上の教員が計画通りに実施している。 2 児童アンケートで８０％以上の児童が肯定的な評価をしている。

1 計画通りに実施した教員が９０％未満である。 1 児童アンケートで肯定的な評価をしている児童が８５％未満である。

4 全ての教員が計画通りに実施している。 4 児童アンケートで９５％以上の児童が肯定的な評価をしている。

3 ９０％以上の教員が計画通りに実施している。 3 児童アンケートで９０％以上の児童が肯定的な評価をしている。

2 ８０％以上の教員が計画通りに実施している。 2 児童アンケートで８０％以上の児童が肯定的な評価をしている。

1 計画通りに実施した教員が９０％未満である。 1 児童アンケートで肯定的な評価をしている児童が８５％未満である。

4 全ての教員が計画通りに実施している。 4 保護者アンケートで９５％以上の保護者が肯定的な評価をしている。

3 ９０％以上の教員が計画通りに実施している。 3 保護者アンケートで９０％以上の保護者が肯定的な評価をしている。

2 ８０％以上の教員が計画通りに実施している。 2 保護者アンケートで８０％以上の保護者が肯定的な評価をしている。

1 計画通りに実施した教員が９０％未満である。 1 保護者アンケートで肯定的な評価をしている保護者が８０％未満である。

4 全ての教員が計画通りに実施している。 4 児童アンケートで９５％以上の児童が肯定的な評価をしている。

3 ９０％以上の教員が計画通りに実施している。 3 児童アンケートで９０％以上の児童が肯定的な評価をしている。

2 ８０％以上の教員が計画通りに実施している。 2 児童アンケートで８０％以上の児童が肯定的な評価をしている。

1 計画通りに実施した教員が９０％未満である。 1 児童アンケートで肯定的な評価をしている児童が８５％未満である。

★重点計画の概要

※評価指標・評価基準は、２の段階を現状としています。

　学校運営委員会や保護者会等の意見や情
報の交換を通して、教育活動の充実・改善
を図っている。
　日野自動車の出前授業はよい取組であ
る。学校周辺には多くの企業があるので、
企業と連携。協力したカリキュラム編成の
開発が望まれる。
　PTA活動への加入は任意となっていて、
その都度お手伝いを募集する形になってい
るが、うまく活動で来ている。
　コロナ前までは体験授業がたくさん行わ
れていた。道具はあるので、やっても良い
のではないか。

　「学校は、家庭・地域と連携
し、指導の充実を図っている。」
の質問に86.7％、「学校は、PTA
や地域人材を活用し、体験活動や
学校環境整備を行っている。」の
質問に93.3％の保護者が肯定的な
評価をしている。
　これまで以上に地域や保護者と
の連携し、体験活動に注力すると
ともに、活動したことを周知でき
るようにしていく。

持続可能な社会をつく
る一人としての自覚と
行動力の育成

多くの人や施設・自然に関わ
り合い、自らの生き方を考え
ることができる児童を育て
る。

◆SDGｓの理念を活用し、持続可能な社会を
つくる一人としての自覚と行動力を育む取組
を実施する。
◆地域の教育資源の開発を行い学習に活か
す。
◆子供発信の学習・取り組みを具現化する。
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　道徳や総合的な学習の時間等で、
児童が自ら生き方を考える学習活動
を計画的に進めている。
　高校と交流したり、子供たちの活
動を公の場で発表させたりと積極的
に学習に活かしている。
　ボランティア参加への促し等が
あっても良いのではないか。

　「調べたり、まとめたりする学
習でよく考えたり、習ったことを
生かしたりしています。」の質問
に88.6％、「地域での学習は楽し
いですか。」の質問に89.6％の児
童が肯定的な評価をしている。
　児童の、主体的・対話的で深い
学びに向け、今後も探究に値する
課題を設定し、計画を見直しなが
ら学習活動をアップデートしてい
く。

家庭、地域・社会と協
働した教育活動の推進

ＰＴＡ・地域支援本部・社会
教育センター・地域人材など
を活用し、豊かな体験活動や
学校環境整備を行う。

◆学校運営協議会、保護者会、道徳授業地区
公開講座、学校行事の意見交換や情報交換、
アンケートを教育活動の改善に活かす。
◆地域を学びのフィールドにした学習活動の
充実を図る。
◆家庭訪問・個人面談等において保護者と連
携し、一人一人を大切にした教育活動を推進
する。
◆教育活動への保護者の協力を積極的に活用
する。
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　社会と
未来に開
き、みん
なでつく
る

　教員と子供たちの人間関係のあたたかさ
を感じる。この信頼感をベースに子供たち
相互の認め合いや思いやりを育み、学校生
活の楽しさを味わうことにつながってい
る。
　応援し合う、褒め合うなど他者への配
慮、思いやりを育てる学年間のメッセージ
を掲示するなど心温まる、豊かになる活動
をしている。
　児童同士の関係から学んでいくのも大事
だが、学校の特別な大人、先生、そして校
長先生が身近に感じられるとよい。

「友達を思いやり、なかよく遊ぶ
ことができています。」の質問に
95.4％、「おはよう、ありがとう
などのあいさつを自分からしてい
ます。」の質問に92.3％、「気持
ちのよい言葉づかいをしていま
す。」の質問に87％の児童が肯定
的な評価をしている。
　コミュニケーションの基礎とな
る挨拶、言葉遣いについては、今
後も継続して指導をしていく。

すべての“いのち”を
守り、育むための取組
の充実

子供の安全・安心を守る組織
的なサポート体制を構築し、
生活指導の充実を図る。

◆防災教育や栽培活動等、教育活動全体を通
して、自他のいのちを尊重する取組を実施す
る。
◆学校いじめ防止基本方針に則り、いじめ対
策委員会を中心に、いじめ防止の取組を徹底
する。
◆スクールカウンセラーやスクールソーシャ
ルワーカー、保護者、外部機関等と連携し、
組織的に、いじめ・不登校の未然防止・早期
発見・早期解決を図る。
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　子供たちに接する教職員の姿に温
かさを感じる。それが安心感をもた
らし、子供たち一人一人が居場所を
実感する学校になっている。
　リソースルームがグループ指導も
してくれるようになってよかった。
サポートルームのようなものがあっ
ても良い。
　これからも一人一人に寄り添った
取組を継続してほしい。

　「自分の命は自分で守ること
に、気を付けています。」の質問
に97.1％、「安全に気をつけて、
登下校しています。」の質問に
96.5％の児童が肯定的な評価をし
ている。
　災害やいじめ問題等について、
自分事として捉えられるような工
夫をしながら、意図的・計画的に
指導をしていく。

思いやりの心をもち、
豊かな社会性のある児
童の育成

自他を認め、思いやりの心を
もって他者に接することので
きる児童を育てる。

◆児童が自分を発揮し、互いに自己の存在感
を認め合える学校・学年・学級経営をする。
◆学校行事や委員会、係活動、たてわり班活
動、集会活動等を通して、あいさつの励行と
笑顔あふれる学校の具現化を図る。
◆校内委員会を核とし、個々の児童の教育的
ニーズを考慮して、課題を解決する。
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　みんな
の多様な
学びとし
あわせを
つくる

　図書館を学習センターに位置付け
るとともに、ICTの活用が一人一人
の学習を支えている。この成果は、
授業中の子供たちの姿や学力調査の
結果に反映されている。
　児童個々の興味関心や特性を活か
した学びの場であってほしい。
　子供たちの様々な能力を伸ばすた
めに、ICTだけに頼らない多角的な
学習方法をこれからも進めてほし
い。

　「学校のべんきょうを理解して
いますか。」の質問に92％、「学
習用端末をつかって学習していま
す。」の質問に90.2％、「学び合
い・話し合いを進んでしていま
す。」の質問に87.6％の児童が肯
定的な評価をしている。
　図書館の学習センターとしての
機能を活用しつつ、学習の基礎基
本を大切にして、協働的・対話的
な学習活動を今後も進めていく。

心身ともに健康でたく
ましく生きる力を育む

体力向上および食育推進の取
組を通して、児童がたくまし
く生きるための知恵や体力を
育て、生涯スポーツの基盤を
つくる。

◆体育の授業を充実させ、児童の持久力向上
に努める。
◆体力テストや六小ラン、なわとび週間等の
取組を通して、身体を動かす楽しさ心地よさ
を味わわせ、子供の基礎体力を高める取り組
みを行う。
◆学校医や学校薬剤士、保護者と連携し、学
校全体の健康教育の啓発と充実に努める。
◆児童が心の健康を保てるために、保護者と
連携して児童理解を図る。
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　教科体育はもちろん、身体を動か
す楽しさや心地よさを味わわせ、児
童の基礎体力の向上に努めている。
　体力調査の結果では、都や全国よ
りも低いものが多いので、筋力や柔
軟性を高める体操を取り入れるなど
体力アップを図れるとよい。
　負けた経験から立ち直る術を学ば
せることがもっとあってよい。小さ
いころから心のバネを強くする教育
が必要。

　「学校の給食は、好き嫌いせず
に食べていますか。」の質問に
89.1％、「体育の時間や休み時間
は、元気に遊んだり運動したりし
ていますか。」の質問に89.1％の
児童が肯定的な評価をしている。
　体力向上の取組を充実し、健康
づくりの意識を向上させるととも
に、体力の向上を図っていく。

評価点

主体的・対話的で深い
学びの具現化に向けた
自分に合った多様な学
びの創造

探究的な学びを取り入れた授
業を充実させ、思考力・判断
力・表現力を育成し、それら
を活用・発展させる実践力を
高める。

◆学校図書司書と教員の連携及び学校図書館
の情報センター、学習センターとしての機能
を活かし、ＩＣＴとの両輪で児童の課題解決
力・論理的思考力の育成に努める。
◆ＩＣＴを活用しながら児童の学びを主体的
に情報発信させる。
◆教員が、児童自らの課題解決を後押しする
指導法を身に付ける。
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　みんな
が当事者
として、
自ら歩む
道をつく
る

児童の笑顔と未来のために、教育の専門職としての自覚をもち、自ら学び続け、子供とともに成長する教師

領域 中期経営目標 短期経営目標 具体的方策
評価指標・評価基準

日野市第４次学校教育基本構想の理念を踏まえ、子供たち自らが「すべての“いのち”がよろこびあふれる今と未来をつくっていく力」を育んでいけることを
目指し、人間尊重の精神を基調に、心身ともに健康で、自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応する生きる力を育む教育を推進する。

【目指す教師像】

学校評議員・学校運営協議会の
意見

結果の分析と改善策

◎学び考えを深める子　○思いやりの心をもち行動できる子　○がんばりぬく子　○身体をきたえる子

　　　　　　　　令和６年度　日野市立日野第六小学校経営重点計画　　　　　　　　　　　　 自己評価シート　

★学校教育目標

【目指す児童・生徒像】

【目指す学校像】　　

自他を認め、思いやりの心を持って他者と接し、心身ともに健康で、進んで学ぶ意欲とたくましく生きる力を育む児童

児童も教職員も学び続ける学校

評価点


